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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年3月30日(2017.3.30)

【公表番号】特表2016-512830(P2016-512830A)
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【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2016-501535(P2016-501535)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/785    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/787    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/785    　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     １０１　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月24日(2017.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの構造を含む化合物を含む医薬組成物：
【化１】

（式中：
　ｎは０、１、または２であり；
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　ｏは０、１、または２であり；
　ｘは２から２５，０００の整数であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立に、医薬として許容される末端基、ポリマー、または
－Ｒｘ－ポリマーであり、
　ここでＲｘは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリー
ル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－
（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シ
クロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミド；から選択され、
　Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立にＨ、ポリマー、または－Ｒｘ－ポリマーであり、
ここでＲｘは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１

０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（
Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シク
ロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択され、
　またはｎが０の場合Ｒ４は不在であり、またｏが０の場合Ｒ３は不在であり；
　Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立にＨ、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、
（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル
アミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯ
Ｈ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、－ＮＨ２、
－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、－Ｎ［（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル］２であるかまたは
　Ｒ５およびＲ６はそれらが結合する窒素と一緒になって６から２０員環を形成する）。
【請求項２】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立に：
　Ｈ、
　（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロ
アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～
Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１

０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミド、式（Ａ）で表されるグアニジノ基
【化２】

（式中ａは０から２５の整数）、
　式（Ｂ）で表されるグアジニウムクロライド基
【化３】
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（式中ｂは０から２５の整数）、
　式（Ｃ）で表されるグアニジノベンゼン基
【化４】

（式中ｃは０から２５の整数）、
　式（Ｄ）で表されるジヒドロキシ基
【化５】

（式中ｄは０から２５の整数）、または
　式（Ｅ）で表されるポリエチレングリコール基
【化６】

（式中ｅは１から４００の整数）
から選択される基である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　ｎは０である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ｎは１である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　ｎは２である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　ｏは０である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　ｏは１である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　ｏは２である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　ｎは０でｏは０である。請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ｎは１でｏは１である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　化合物はポリマーである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
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　ポリマーは架橋されている、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　ポリマーはエピクロロヒドリンで架橋されている、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ポリマーはコポリマーである、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　コポリマーは架橋されている、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　コポリマーはエピクロロヒドリンで架橋されている、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項１６に記載の医薬組
成物。
【請求項１９】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれＨである、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項２０に記載の医薬
組成物。
【請求項２２】
　Ｒ３およびＲ４はＨである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項２３に記載の医薬
組成物。
【請求項２５】
　Ｒ５およびＲ６はＨである、請求項２４に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　Ｒ５およびＲ６は、それらが結合する窒素と一緒になって６から２０員環を形成する、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　Ｒ５およびＲ６は、それらが結合する窒素と一緒になって１４員環を形成する、請求項
２６に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　ｎは１であり；
ｏは１であり；
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立に、医薬として許容される末端基であり；
Ｒ３およびＲ４はそれぞれＨであり；
Ｒ５およびＲ６はそれぞれＨである、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　式Ｉ－Ａの構造を含む化合物を含む医薬組成物：
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【化７】

（式中：
　ｎは０、１、または２であり；
　ｏは０、１、または２であり；
　ｘは２から２５，０００の整数であり；
　Ｙ－はそれぞれ独立に医薬として許容されるアニオンであり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立に、医薬として許容される末端基、ポリマー、または
－Ｒｘ－ポリマーであり、
　ここでＲｘは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリー
ル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－
（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シ
クロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミド；から選択され、
　Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立にＨ、ポリマー、または－Ｒｘ－ポリマーであり、
　ここでＲｘは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリー
ル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－
（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シ
クロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択され、
　またはｎが０の場合Ｒ４は不在であり、またｏが０の場合Ｒ３は不在であり；
　Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立にＨ、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、
（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル
アミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯ
Ｈ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、－ＮＨ２、
－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、－Ｎ［（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル］２であるかまたは
　Ｒ５およびＲ６はそれらが結合する窒素と一緒になって６から２０員環を形成する）。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の医薬組成物であって、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立に：
　Ｈ、
　（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロ
アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～
Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１

０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミド、式（Ａ）で表されるグアニジノ基
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【化８】

（式中ａは０から２５の整数）、
　式（Ｂ）で表されるグアジニウムクロライド基
【化９】

（式中ｂは０から２５の整数）、
　式（Ｃ）で表されるグアニジノベンゼン基
【化１０】

（式中ｃは０から２５の整数）、
　式（Ｄ）で表されるジヒドロキシ基
【化１１】

（式中ｄは０から２５の整数）、または
　式（Ｅ）で表されるポリエチレングリコール基
【化１２】

（式中ｅは１から４００の整数）
から選択される基である、請求項２９に記載の前記医薬組成物。
【請求項３１】
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　Ｙ－は独立に炭酸イオン、重炭酸イオンまたは塩素イオンである、請求項２９に記載の
医薬組成物。
【請求項３２】
　Ｙ－は独立に炭酸イオンまたは重炭酸イオンである、請求項３１に記載の医薬組成物。
【請求項３３】
　Ｙ－は塩素イオンである、請求項３１に記載の医薬組成物。
【請求項３４】
　ｎは０である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項３５】
　ｎは１である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項３６】
　ｎは２である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項３７】
　ｏは０である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項３８】
　ｏは１である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項３９】
　ｏは２である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項４０】
　ｎは０でｏは０である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項４１】
　ｎは１でｏは１である、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項４２】
　化合物はポリマーである、請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項４３】
　ポリマーは架橋されている、請求項４２に記載の医薬組成物。
【請求項４４】
　ポリマーはエピクロロヒドリンで架橋されている、請求項４３に記載の医薬組成物。
【請求項４５】
　ポリマーはコポリマーである、請求項４２に記載の医薬組成物。
【請求項４６】
　コポリマーは架橋されている、請求項４５に記載の医薬組成物。
【請求項４７】
　コポリマーはエピクロロヒドリンで架橋されている、請求項４６に記載の医薬組成物。
【請求項４８】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項２
９に記載の医薬組成物。
【請求項４９】
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項４７に記載の医薬
組成物。
【請求項５０】
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれＨである、請求項４９に記載の医薬組成物。
【請求項５１】
　Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項２
９に記載の医薬組成物。
【請求項５２】
　Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項５１に記載の医薬
組成物。
【請求項５３】
　Ｒ３およびＲ４はＨである、請求項５２に記載の医薬組成物。
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【請求項５４】
　Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立にＨまたは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項２
９に記載の医薬組成物。
【請求項５５】
　Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立にＨまたは－ＣＨ３である、請求項５４に記載の医薬
組成物。
【請求項５６】
　Ｒ５およびＲ６はＨである、請求項５５に記載の医薬組成物。
【請求項５７】
　Ｒ５およびＲ６は、それらが結合する窒素と一緒になって６から２０員環を形成する、
請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項５８】
　Ｒ５およびＲ６は、それらが結合する窒素と一緒になって１４員環を形成する、請求項
５７に記載の医薬組成物。
【請求項５９】
　ｎは１であり；
ｏは１であり；
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立に、医薬として許容される末端基であり；
Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立にＨである、
請求項２９に記載の医薬組成物。
【請求項６０】
　哺乳動物に請求項１に記載の医薬組成物を投与することを含む、哺乳動物においてＡＧ
Ｅ前駆体を結合する方法。
【請求項６１】
　哺乳動物に請求項１に記載の医薬組成物を投与することを含む、哺乳動物において食物
性ジカルボニルを結合する方法。
【請求項６２】
　哺乳動物に請求項２９に記載の医薬組成物を投与することを含む、哺乳動物においてＡ
ＧＥ前駆体を結合する方法。
【請求項６３】
　哺乳動物に請求項２９に記載の医薬組成物を投与することを含む、哺乳動物において食
物性ジカルボニルを結合する方法。
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